










 

Ⅰ.はじめに 

 いわゆる川崎病(小児皮膚粘膜リンパ節症侯群,MCLS と略称)は,昭和 43 年頃

からわが国で増加し始めた新しい小児の疾患として注目され,全国的な疫学調

査が行われた。その結果患児の 1～2%のものが冠状動脈血栓による突然死を起

こすことが明らかにされ,1)社会的にもセンセーションをまき起こしたことは

周知のとおりである。 


